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	セレクトAA乳剤
	■種 類 名：クレトジム乳剤
	■有効成分：クレトジム 24.0%
	■化管法指定物質：ナフタレン[第１種] 6.8%
	トリメチルベンゼン[第１種] 1.2%
	■登録番号：第22577号(ｱﾘｽﾀ ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ登録)
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：2010.02.03
	■性    状：黄赤色澄明可乳化油状液体
	■有効年限：3年
	■包    装：100㎖×60本
	500㎖×20本（北海道のみ）
	2㍑×8本（北海道のみ）
	■危 険 物：第二石油類（非水溶性）危険等級Ⅲ、火気厳禁
	【特長】
	 難防除雑草のスズメノカタビラを含むイヌビエ・メヒシバなどイネ科雑草に卓効を示す茎葉処理除草剤。
	 作用機作は脂肪酸の生合成阻害作用による。
	 イネ科植物と非イネ科植物との間にきわめて高い選択性があるので広葉作物に安心して使用できる。
	【適用内容】(2024年11月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	【安全使用上の注意】

	ｸﾚﾄｼﾞﾑを含む農薬の総使用
	10a当り使用量
	本剤の
	使用
	使用
	使用時期
	適用雑草名
	作物名
	方法
	希釈水量
	薬量
	回数
	回数
	一年生イネ科雑草
	雑草生育期
	35～50㎖
	(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く)
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	あずき
	収穫45日前まで
	50～75㎖
	ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
	一年生イネ科雑草
	雑草生育期
	35～50㎖
	(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く)
	(イネ科雑草3～5葉期)
	いんげんまめ
	50～75㎖
	ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
	 収穫60日前まで
	雑草生育期
	35～50㎖
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	収穫50日前まで
	一年生イネ科雑草
	雑草生育期
	(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く)
	(イネ科雑草5～8葉期) 
	だいず
	収穫50日前まで
	1回
	1回
	50～75㎖
	雑草生育期
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
	収穫50日前まで
	雑草生育期
	35～50㎖
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	収穫14日前まで
	一年生イネ科雑草
	雑草茎葉
	雑草生育期
	(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く)
	散布
	100㍑
	(イネ科雑草5～8葉期) 
	えだまめ
	又は
	収穫14日前まで
	全面散布
	雑草生育期
	50～75㎖
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
	収穫14日前まで
	雑草生育期
	(イネ科雑草5～8葉期) 
	一年生イネ科雑草
	収穫30日前まで
	(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く)
	2回
	2回以内
	てんさい
	以内
	35～50㎖
	雑草生育期
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	ｼﾊﾞﾑｷﾞ､ﾚｯﾄﾞﾄｯﾌﾟ
	収穫30日前まで
	ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
	雑草生育期
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	かんしょ
	収穫100日前まで
	1回
	1回
	50～75㎖
	雑草生育期
	キャベツ、ねぎ
	一年生
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	だいこん、かぼちゃ
	イネ科雑草
	収穫30日前まで
	ばれいしょ
	雑草生育期
	3回
	3回以内
	(イネ科雑草3～5葉期)  
	たまねぎ
	以内
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	使用
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	薬量
	総使用回数
	回数
	水量
	雑草生育期
	1回
	1回
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	にんじん
	収穫40日前まで
	雑草生育期
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	にんにく
	50～
	収穫30日前まで
	2回以内
	2回以内
	75㎖
	雑草生育期
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	アスパラガス
	収穫前日まで
	雑草生育期
	ひまわり
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	(種子)
	収穫30日前まで
	雑草
	1回
	1回
	雑草生育期
	茎葉
	一年生
	75㎖
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	かのこそう
	散布又は全面散布
	イネ科雑草
	収穫45日前まで
	4回以内
	4回以内
	（1年間に
	（１年間に
	おうぎ
	100㍑
	雑草生育期
	2回以内）
	2回以内）
	50～
	（イネ科雑草3～5葉期）
	6回以内
	6回以内
	75㎖
	収穫30日前まで
	（1年間に
	（1年間に
	とうき
	2回以内）
	 2回以内）
	15回以内
	15回以内
	（1年間に
	（1年間に
	だいおう
	雑草生育期
	3回以内）
	 3回以内）
	(イネ科雑草3～5葉期) 
	9回以内
	収穫14日前まで
	(1年間に
	甘草
	(1年間に
	3回以内）
	 3回以内）
	75㎖
	雑草茎葉散布
	落水後雑草生育期
	又は
	水田一年生
	3回以内
	3回以内
	(イネ科雑草3～5葉期)
	いぐさ
	全面
	イネ科雑草
	(入水15日前まで)
	散布
	(落水)

